
 

 

 

 
【教育目標】  ■かんがえる子   ■おもいやりのある子   ■たくましい子 

子どもたちの「ＳＮＳ・ネット利用」の状況は・・・ 
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■ SNS（ライン、メール、チャット、ゲーム内のチャット）やネット（動画サイトをみたり、通信でゲームを行っ

たりなど）を利用しているか。 

 「利用している」（４４人）   「利用していない」（１８人） 

■ 利用している人で、どんなことに利用しているか。（複数回答） 

  ①動画サイト（３４人）②調べもの（２０人）③通信ゲーム（１9人）④ライン・メール・チャット（６人） 

■ 利用している人で、平日（月曜日から金曜日まで）の１日平均利用時間は。 

①１時間未満（３２人） ②１～２時間（９人） ③２～３時間（２人） ④３～４時間（１人） 

■ 利用している人で、休日（土・日・祝日）の１日平均利用時間は。 

①１時間未満（１６人） ①１～２時間（１６人） ③２～３時間（７人） ④４～５時間（２人） 

■ ネット利用のルールを決めているか。                    ④５時間以上（２人） 

     「決めている」（３７人）  「決めていない」（７人） 

■ どんなルールを決めていますか。（複数回答） 

  ①利用時間や利用時間帯を決める（３２人） ②出合い系や有害サイトを見ない（1４人） 

  ②個人情報の書き込みをしない（14 人）  ④動画、写真を投稿しない（１３人） 

  ⑤課金しない（１２人）   ⑥掲示板に書き込みをしない（１１人） ⑦ブログ、プロフをしない（１０人） 

■ ＳＮＳやネットは便利だけれど、危険な面もあると思いますか？ 

  ①とても思う（３６人） ②そう思う（１８人） ③あまり思わない（８人） ④ぜんぜん思わない（０人） 

  

 

ＳＮＳやネットは、大変便利なツールです。特に今般の新型コロナウィルス感染拡大の状況にお
いて、タイムリーな情報の受・発信の方法として大変有効なツールとなっています。その一方で、
SNＳやネットの不適切な利用により、健康被害を受けたり、いろいろなトラブルにつながったり
することが問題になっています。以下の結果をみても、平日に３～４時間、休日に４～５時間利用
している児童は少し心配になります。「うちは大丈夫」「今はまだ大丈夫」ではなく、すでに利用さ
せているお子さんに対しては、保護者が責任をもって見てあげ、必要な場合は、毅然とした態度で
指導してあげることが大切です。学校でも、学年の発達段階や実態に応じて、ネット依存防止と情
報モラルについての学習を進めていきます。 
 

 昨年度に引き続き、本校の子どもたちのＳＮＳ・ネットの利用状況について調べ
ました。特に、１・２年生の保護者の皆様には、お子さんへの聞き取りのご協力を
いただきありがとうございました。以下に、調査結果の一部をお知らせいたします。 
この内容をもとに、改めてご家庭で、ＳＮＳやネットの利用の仕方について話し

合いをしていただきたいと思います。 
ＳＮＳやネットはとても便利なツールで、特に、今般の新型コロナウィルス感染予
防過剰な利用が依存症や 
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学校評議員会を開催！！ 
去る６月１７日（水）に、本年度第 1 回目の学校評議員会を開催

しました。授業参観のあと、学校から本年度学校経営ビジョンや 

今後の教育活動の進め方を説明し、それに対して、評議員の皆様か

ら貴重なご意見、ご助言をいただきました。詳細は、ホームページ

6/17 をご覧ください。          

エコキャップの引渡式を実施 
            ６月１９日（金）の全校朝の会で、喜多

方市社会福祉協議会の斎藤勇会長様をお

迎えし、エコキャップ引渡式を行いまし

た。約 60,000 個のエコキャップが集ま

り、７５名分のワクチンを贈ることになる

とのことです。ご協力いただきました保護

者、地域、各事業所の皆様に心より感謝申

し上げます。 


